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【基本方針１】バス幹線区間、バス準幹線区間、フィーダー区間を運行するバスの利用者数

【考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２
年度に一度大きく減少したが、コロナ禍の収束にあ
わせて利用者数が回復。八木山ラインにおける取組
や、新たな学生フリーパス制度「せんだいバス
FREE+」の導入も利用者数の増加に寄与している。

【代表的な取組内容】
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【基本方針３】地域交通利用者数（試験運行等を含む）

【代表的な取組内容】
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【考察】
令和6年度は9～11月にかけて新たに4地区の試験運

行が開始されたことにより、全体利用者数は令和８
年度目標値に近づき、地域住民の買い物や通院等の
ための移動の足として市民生活を支えている。



【基本方針４】都心における公共交通利用者数

【考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２

年度に一度大きく減少したが、コロナ禍の収束にあ
わせて利用者数が回復。仙台都心循環線の運行やチ
ラシ、ポスターの配布、都心バス均一運賃制度等の
公共交通を利用した都心の回遊の促進などの施策に
より都心における公共交通利用者数（路線バス）の
増加に寄与。

【代表的な取組内容】
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【基本方針５】せんだい市バス・地下鉄ナビアクセス件数

【考察】
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和２年度
に一度大きく減少したがコロナ禍の収束にあわせて利用
者数が回復しており、それに伴い、アクセス件数も増加
していると考えられる。

【代表的な取組内容】
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百万件

【転入者向けチラシの作成（転入者MM）】



【考察】
JR・地下鉄及び路線バスの利用者満足度は、均一運

賃制度の継続や仙台駅乗り継ぎ案内動画作成等の利便
性向上に資する各般の取り組みを行ったことなどによ
り、前年を上回る結果となった。地域交通の利用者満
足度については、昨年より若干低下しているものの、
高い満足度を維持している。

【目標】公共交通利用者満足度

【代表的な取組内容】
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